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中
央
図
書
館�

開
館
時
間
延
長（
試
行
）�

農
業
委
員
会
委
員�

選
挙
人
名
簿
の
登
載
申
請�

大
規
模
競
技
大
会
を�

社
会
体
育
施
設
で
行
う
方
へ�

結
い
タ
ー
ン�

冬
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン�

イ
イ
ダ
カ
イ
シ
ャ
ナ
ビ�

を
ご
活
用
く
だ
さ
い�

ページ�
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市
県
民
税
の
申
告
と�

所
得
税
の
確
定
申
告
に
つ
い
て�

今
年
の
主
な
出
来
事�

（
カ
ラ
ー
版
）�

ページ�
6～7

年
末
年
始
の
お
休
み�

ページ�
8～9

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
紹
介�

（
基
本
構
想
基
本
計
画
・
行
財
政
改
革
）�

※
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
に

　
は
通
知
し
て
い
ま
す
が
、通

　
知
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
提
出
期
限�

　
１２
月
２８
日
e�

▼
提
出
・
問
合
せ�

　
農
業
委
員
会
事
務
局�

　
1
０
２
６
５（
２
１
）３
２
１
９�

���

　
１９
年
４
月
〜
２０
年
３
月
に
社

会
体
育
施
設
で
予
定
さ
れ
て
い

る
全
市
規
模
以
上
の
大
会
を
調

査
し
、
施
設
利
用
を
調
整
し
ま

す
。
対
象
と
な
る
大
会
を
行
う

方
・
団
体
は
必
ず
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。�

▼
調
査
の
対
象
と
な
る
大
会�

○
飯
田
市
全
域
か
ら
参
加
者
・

　
競
技
者
を
募
る
大
会�

○
飯
伊
、南
信
、県
大
会
な
ど
、

　
市
以
外
の
地
域
か
ら
も
参
加

　
者
が
集
ま
る
大
会�

※
連
絡
い
た
だ
い
て
も
対
象
に

　
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。�

▼
連
絡
期
限�

　
来
年
１
月
１２
日
f�

▼
連
絡
・
問
合
せ�

　
ス
ポ
ー
ツ
課
　�

　
内
線
５
５
７
４�

���

　
１２
月
１９
日
c
〜
来
年
２
月
１９

日
b
を
「
結
い
タ
ー
ン
」
推
進

期
間
と
し
て
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

の
相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。�

　
来
年
１
月
４
日
e
〜
５
日
f

に
は
「
お
正
月
特
別
相
談
会
」

も
行
い
ま
す
の
で
、
帰
省
さ
れ

て
い
る
方
な
ど
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。�

▼
時
間
　
午
前
８
時
３０
分
〜�

　
午
後
５
時
３０
分�

▼
場
所
　
結
い
タ
ー
ン
キ
ャ
リ

　
ア
デ
ザ
イ
ン
室�

▼
問
合
せ
　
結
い
タ
ー
ン
キ
ャ

　
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
室�

　
内
線
３
５
１
２�

���

　
飯
田
職
業
安
定
協
会
に
加
盟

す
る
飯
田
下
伊
那
地
域
の
約�

３
０
０
社
の
企
業
情
報
（
就
職

情
報
）
を
見
る
こ
と
が
で
き
る�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
開
設
さ
れ
ま

し
た
。�

　
就
職
活
動
を
し
て
い
る
学
生

や
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
を
希
望
す
る

方
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス�

　http://iidajob.com
/�

※
「
イ
イ
ダ
カ
イ
シ
ャ
ナ
ビ
」
で

　
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
結
い
タ
ー
ン
キ
ャ

　
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
室�

　
内
線
３
５
１
２�

�������

　
中
央
図
書
館
で
は
、
さ
ら
な

る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
、

試
験
的
に
開
館
時
間
を
延
長
し

ま
す
。�

▼
期
日�

　
来
年
１
月
１０
日
d
・
１７
日
d
・

　
２４
日
d
・
３０
日
d�

▼
開
館
時
間
　
午
後
９
時
ま
で�

▼
問
合
せ
　
中
央
図
書
館�

　
1
０
２
６
５（
２
２
）０
７
０
６�

���

　
農
業
委
員
会
で
は
、
委
員
選

挙
人
名
簿
の
登
載
申
請
書
の
受

付
を
し
て
い
ま
す
。�

▼
申
請
書
を
提
出
で
き
る
方�

　
来
年
１
月
１
日
現
在
飯
田
市

　
に
在
住
し
、
３
月
３１
日
現
在

　
で
満
２０
歳
以
上
の
方
で
次
に

　
該
当
す
る
方
。�

○
１
、０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以

　
上
の
農
地
を
耕
作
す
る
方�

○
同
居
の
家
族
で
年
間
６０
日
以

　
上
耕
作
に
従
事
す
る
方�
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飯
田
市
消
防
出
初
式�
一
般
求
職
者
対
象�

飯
伊
地
域
就
職
面
接
会�

市
施
設
の�

冬
期
休
館
に
つ
い
て�

多
文
化
共
生
社
会
推
進
基
本�

方
針
（
素
案
）
に
ご
意
見
を�

■相談窓口　飯田市水道局　水道課　内線5276

朝一番の水道水 バケツ１杯は飲用以外に朝一番の水道水 バケツ１杯は飲用以外に朝一番の水道水 バケツ１杯は飲用以外に

鉛製給水管の水質調査結果と今後の対応�　朝最初に水道を使
う場合や、長い間家
を留守にしたときは、
念のため、バケツ１
杯分程度の水道水を、
洗濯など飲み水以外
にお使いいただきま
すようお願いします。�

　給水管内に長時間とどまっていた水は、消
毒用の塩素が少なくなっていることがあります。
また、鉛製の給水管を使用しているご家庭では、
微量の鉛が溶け出す可能性があるからです。�

※平成４年度以降に給水管を新設・改造した
場合は、鉛製給水管は使用されていません。
水道設備の状況が分からない場合など、水
道課相談窓口までお気軽にお問い合わせく
ださい。�

　７月から、水道水に溶け出す鉛の影響を調べ
るため、鉛製の給水管が使用されている家庭
311カ所を抽出し、調査しました。�
　この結果、289カ所は水道水中の鉛濃度が国
の基準値１リットル当たり0.01mg以下でしたが、
昭和40年代以前に給水管を布設したご家庭や、
使用水量が極端に少ないご家庭など、22カ所で
わずかに基準値を超えました。�
　基準値を超えたからといって直ちに健康に害
はありません。�
　市では、鉛製給水管の解消を目指し、次のと
おり対応してまいります。�
○水道事業長期整備計画に鉛製給水管の布設替
えを盛り込み、計画的に進めます。�

○鉛の溶け出し防止に有効な手段であるpH調
整を行っております。�

���

　
新
年
に
あ
た
り
、
災
害
な
ど

が
な
く
平
穏
な
１
年
を
願
う
行

事
で
す
。
式
典
を
行
っ
た
後
、参

加
者
・
消
防
自
動
車
が
市
中
を

パ
レ
ー
ド
し
、
り
ん
ご
並
木
三

連
蔵
前
で
ま
と
い
振
り
、
操
法

訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
。�

▼
日
時
　
来
年
１
月
８
日
-�

　
正
午
か
ら�

※
パ
レ
ー
ド
は
午
後
３
時
か
ら�

▼
式
典
会
場
　
飯
田
文
化
会
館�

▼
パ
レ
ー
ド
順
路�

　
文
化
会
館
↓
飯
田
駅
前
↓
中

　
央
通
り
↓
銀
座
↓
通
り
町
↓

　
り
ん
ご
並
木�

▼
問
合
せ�

　
防
災
交
通
課
　
消
防
団
係�

　
1
０
２
６
５（
２
３
）４
１
１
９�
���

　
市
で
は
、
日
本
国
籍
と
外
国

籍
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
共
生
で

き
る
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

多
文
化
共
生
社
会
推
進
基
本
方

針
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
基
本
方
針
の
素
案
を

公
開
し
ま
す
の
で
、
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。�

※
い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
各
種

　
会
議
の
ご
意
見
を
基
に
、
素

　
案
の
見
直
し
を
行
い
、
来
年

　
３
月
末
ま
で
に
方
針
を
策
定

　
す
る
予
定
で
す
。�

▼
素
案
の
閲
覧
と
ご
意
見
募
集

　
期
間
・
時
間�

　
１２
月
２０
日
d
〜
来
年
１
月
１９

　
日
f�

　
午
前
８
時
３０
分
〜�

　
午
後
５
時
３０
分�

※
土
・
日
曜
日
、祝
日
、年
末
年

　
始
を
除
く
。�

▼
素
案
の
閲
覧
場
所�

　
り
ん
ご
庁
舎
男
女
共
同
参
画

　
課
、
市
役
所
各
支
所
・
自
治

　
振
興
セ
ン
タ
ー
、
市
役
所
２

　
階
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー�

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧

　
に
な
れ
ま
す
。�

▼
ご
意
見
提
出
方
法�

　
窓
口
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　
Ｅ
メ
ー
ル�

▼
提
出
・
問
合
せ�

　
〒
３
９
５
―
０
０
４
４�

　
飯
田
市
本
町
１
―
１５�

　
男
女
共
同
参
画
課
　
　
　
　

　
内
線
５
３
５
１�

　
Ｆ
Ａ
Ｘ�

　
０
２
６
５（
２
２
）４
５
６
８�

　
Ｅ
メ
ー
ル�

　danjo@
city.iida.nagano.jp

���
　
飯
伊
地
域
の
約
６０
事
業
所
の

人
事
担
当
者
か
ら
直
接
、
求
人

内
容
や
募
集
方
法
な
ど
の
説
明

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

▼
対
象
　
求
職
中
の
方
（
新
規

　
学
卒
者
は
除
く
）�

▼
日
時
　
来
年
１
月
１９
日
f�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時�

※
受
付
は
午
後
１
時
か
ら�

▼
場
所
　
シ
ル
ク
プ
ラ
ザ�

　（
育
良
町
１
―
７
）�

▼
問
合
せ�

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
田�

　
1
０
２
６
５（
２
４
）８
６
０
９�

���

▼
休
館
施
設�

○
ま
つ
り
伝
承
館
天
伯�

　（
上
村
上
町
）�

○
山
村
ふ
る
さ
と
保
存
館�

　
ね
ぎ
や
（
上
村
上
町
）�

○
遠
山
郷
土
館�

　（
南
信
濃
和
田
）�

▼
休
館
期
間
　
１２
月
２８
日
e
〜�

　
来
年
２
月
２８
日
d�

▼
問
合
せ�

　
美
術
博
物
館�

　
1
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８�
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教
育
委
員
会�

臨
時
・
非
常
勤
職
員�

丘
の
上
の
初
売
り
は�

バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い�

国
民
保
護
計
画（
素
案
）�

に
ご
意
見
を�

���
　
バ
ス
に
乗
っ
て
、
丘
の
上
の

初
売
り
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん

か
。
来
年
１
月
２
日
c
〜
３
日

d
に
、
丘
の
上
へ
向
か
う
バ
ス

に
乗
り
、
橋
北
・
橋
南
地
区
の

バ
ス
停
で
降
り
た
方
に
映
画
割

引
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。�

※
映
画
割
引
券
は
、
降
車
時
に

　
お
渡
し
し
ま
す
。�

▼
映
画
割
引
券�

　
来
年
２
月
２８
日
d
ま
で
の
間

　
千
劇
シ
ネ
マ
ズ
、
ト
キ
ワ
劇

　
場
に
お
い
て
、
５
０
０
円
割

　
引
券
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。�

※
他
の
割
引
券
と
も
併
用
可
。�

▼
問
合
せ
　
飯
田
商
工
会
議
所

　
中
心
商
店
街
連
合
会�

　
1
０
２
６
５（
２
４
）１
２
３
４�

※
運
行
状
況
は
、
信
南
交
通�

　
1
０
２
６
５（
２
４
）０
０
０
５�

���

　
市
で
は
、
武
力
攻
撃
や
テ
ロ

に
備
え
る
国
民
保
護
法
に
基
づ

き
、
避
難
、
救
援
、
被
害
の
最

小
化
を
柱
と
す
る
国
民
保
護
計

画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。�

　
こ
の
計
画
の
素
案
を
公
開
し

ま
す
の
で
、
ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。�

※
い
た
だ
い
た
ご
意
見
な
ど
を

　
基
に
、
素
案
の
見
直
し
を
行

　
い
、
来
年
３
月
末
ま
で
に
計

　
画
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。�

▼
素
案
の
閲
覧
と
ご
意
見
募
集

　
期
間
・
時
間�

　
１２
月
１８
日
b
〜
来
年
１
月
１７

　
日
d�

　
午
前
８
時
３０
分
〜�

　
午
後
５
時
３０
分�

※
土
・
日
曜
日
、祝
日
、年
末
年

　
始
を
除
く
。�

▼
素
案
の
閲
覧
場
所�

　
防
災
交
通
課
、
市
役
所
各
支

　
所
・
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー�

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧

　
に
な
れ
ま
す
。�

▼
ご
意
見
提
出
方
法�

　
窓
口
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　
Ｅ
メ
ー
ル�

▼
提
出
・
問
合
せ�

　
〒
３
９
５
―
８
５
０
１�

　
飯
田
市
大
久
保
町
２
５
３
４�

　
防
災
交
通
課�

　
内
線
２
４
３
３�

　
Ｆ
Ａ
Ｘ�

　
０
２
６
５（
５
３
）２
１
６
３�

　
Ｅ
メ
ー
ル�

　bousai@
city.iida.nagano.jp

�������

▼
募
集
区
分
　
下
表�

▼
採
用
予
定
日�

　
平
成
１９
年
４
月
１
日�

▼
試
験
方
法�

　
面
接
に
よ
る�

※
日
程
は
後
日
申
込
者
に
通
知�

▼
申
込
方
法�

　
希
望
す
る
職
種
を
記
入
の
上
、

　
１２
月
１８
日
b
〜
来
年
１
月
１９

　
日
f
の
間
に
、
写
真
を
貼
付

　
し
た
市
販
の
履
歴
書
を
提
出

　
し
て
く
だ
さ
い
。�

※
郵
送
の
場
合
は
消
印
有
効
。�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
〒
３
９
５
―
８
５
０
１�

　
飯
田
市
大
久
保
町
２
５
３
４�

　
飯
田
市
教
育
委
員
会�

○
学
校
事
務
職
員
、家
庭
科
担
当

　
講
師
、学
校
用
務
員
は
学
校
教

　
育
課
総
務
係（
内
線
２
５
７
３
）�

○
児
童
館
な
ど
の
児
童
厚
生
員

　
は
学
校
教
育
課
保
健
給
食
係

　（
内
線
２
５
７
１
）�

○
体
育
施
設
管
理
人
は
ス
ポ
ー

　
ツ
課（
内
線
５
５
７
１
）�

募集区分� 募集人数� 資格及び免許�
勤務内容など�

（平成18年4月1日現在）�
給与（平成18年4月1日現在）�

月額（予定）� 手当�

学校事務職員� 若干人�一般事務経験者�
（一般的なパソコン知識を有する方）�

学校事務全般�
8:30～17:15

135,300円�
（県職員経験者）�

通
勤
手
当
な
ど
�

125,050円�
（経験なし）�

家庭科担当講師�
（兼学校図書館司書）�

若干人�小学校または中学校教員普通免許�
2種以上の取得者�

家庭科授業及び学校図書館司書業務�
8:30～17:15

166,050円�
（県教員経験者）�

145,550円�
（経験なし）�

学校用務員� 8人程度�
昭和18年4月1日～�
昭和27年3月31日生まれの方で、�
普通自動車免許所有者�

学校用務、営繕、荷物運搬など�
原則半日交替勤務（週30時間）�

97,900円�
（経験年数により加算あり）�

児童館・児童センター�
児童厚生員� 若干人�

保育士資格、幼稚園教諭または、�
教員免許取得者（50歳位まで）�

小学校低学年児童の放課後及び土曜保育�
月～土曜日　13:00～18:00

月額105,650円�
（経験年数により加算あり）�

児童クラブ�
児童厚生員� 若干人�

保育士資格、幼稚園教諭または、�
教員免許取得者（50歳位まで）�

小学校低学年児童の放課後及び土曜保育�
月～金曜日　14:00～18:00�
土曜日　12:00～18:00

時給890円�
（経験年数により加算あり）�

体育施設管理人� 若干人�
昭和18年4月1日～昭和27年3�
月31日生まれの方で、普通自�
動車免許所有者�

施設の維持管理及び貸し出しなど�
（時間はお問い合わせください）�

日額6,100円�
（勤務日数は施設により異なります）�
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要
約
筆
記
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�

入
門
教
室�

美
博
の
自
然
講
座�

玉
造
部
の
会�

12月の納税

今月は納期が通常より�
早いのでご注意ください�

税目�

納期�

固定資産税(3期)�
国民健康保険税(12月分)

12月26日(火)

動物園の�
休園日�

■問合せ 動物園�
　10265（22）0416

12月18日b◆25日b�
◆29日f◆30日g�

　◆31日a    �
1月1日-◆2日c
　◆3日d◆9日c

美術博物館学芸員が、知られざる・知ってほしい飯田
下伊那の紹介や、専門分野のお話を連載しています。�

専門：近世美術�
槇村洋介�

　自宅にある掛け軸にどれ
くらいの価値があるのか、
誰でも知りたいところですね。
美博にもしばしば作品が持
ち込まれることがあります。
でも、公共の学芸員は鑑定
をしてはいけないので、作
品を拝見させていただきな
がら、多少感想をお話しし、
ご自身で判断していただく
ことにしています。�
　実は多くの場合、巻いた
掛け軸を手にした時点で、

どのような作品か予測でき
てしまいます。本当は、こ
の超能力者（?）のような力
を披露したいところですが、
真贋（しんがん）を伝えるこ
とは立場上できないので、
秘めたままにしておかなく
てはなりません。�
　それでも美博にお持ちい
ただければ、分からなかっ
た作者の名前くらいは判明
するかも知れません。まずは、
ご連絡ください。�

■問合せ�
　美術博物館�
　10265（22）8118

③�
井
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
貴
重
な
古
画「
東
方
朔
図
」。収
蔵
品
の

中
に
は
飯
田
の
方
々
が
集
め
た
宝
物
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。�

と
う�

ほ
う�

さ
く�

ず�
���

　
軟
ら
か
く
て
加
工
し
や
す
い

石
で
勾
玉
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。�

▼
対
象
　
小
学
生
以
上
　�

▼
日
時
　
来
年
１
月
１４
日
a�

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時�

▼
場
所
　
上
郷
考
古
博
物
館
　�

▼
費
用�

○
小
・
中
学
生
　
３
０
０
円�

○
高
校
生
以
上
　
４
０
０
円�

　（
材
料
費
・
入
館
料
な
ど
）�

▼
募
集
人
数
　
３０
人�

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。�

▼
申
込
方
法
　
住
所
、氏
名
、年

　
齢
（
学
年
・
学
校
）、
電
話
番�

　
号
を
明
記
の
上
、
往
復
は
が

　
き
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
お

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
　�

▼
申
込
締
切�

　
来
年
１
月
９
日
c�

　
（
消
印
有
効
）
　�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
〒
３
９
５
―
０
０
０
３�

　
飯
田
市
上
郷
別
府�

　
２
４
２
８
―
１�

　
上
郷
考
古
博
物
館�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）３
７
５
５�

　
Ｅ
メ
ー
ル�

　kouko@
iida-m

useum
.org

���

　
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
皆
さ
ん

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
書
い

て
伝
え
る「
要
約
筆
記
」を
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

※
難
聴
・
中
途
失
聴
の
方
も
学

　
べ
ま
す
。�

▼
日
時
　
来
年
１
月
２０
日
g
〜

　
２
月
２４
日
g
の
毎
週
土
曜
日�

　
午
後
１
時
〜
３
時
３０
分�

▼
場
所
　
さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田�

▼
費
用
　
１
、
２
０
０
円
　�

▼
定
員
　
１５
人
（
先
着
順
）�

▼
申
込
方
法
　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ�

▼
申
込
締
切�

　
来
年
１
月
１５
日
b�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
飯
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

　
タ
ー
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）３
１
８
１�

　
Ｆ
Ａ
Ｘ�

　
０
２
６
５（
５
３
）３
１
８
３�

�������

▼
百
姓
が
語
る
伊
那
谷
の
自
然�

○
日
時
　
来
年
１
月
１３
日
g�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分�

○
講
師
　
小
川
文
昭
氏
ほ
か�

　（
伊
那
市
在
住
専
業
農
家
）�

▼
ヒ
マ
ラ
ヤ
か
ら
見
た
日
本
ア

　
ル
プ
ス
Ⅷ�

○
日
時
　
来
年
１
月
２８
日
a�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分�

○
講
師
　
金
澤
重
敏
氏�

　（
飯
田
風
越
高
校
教
諭
）�

▼
場
所�

　
美
術
博
物
館
科
学
工
作
室�

▼
資
料
代
　
１
０
０
円�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
美
術
博
物
館�

　
1
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８�

　�

た
ま
つ
く
り
べ�
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（注）「扶養親族」�
　税法上の扶養親族をいい、医療機関で使用する保
険証の「扶養」とは異なります。�

◎申告書や収支計算書は自書してご提出ください。�
◎申告に必要な書類や領収書は事前に準備・整理しておきましょう。�

■問合せ　税務課　市民税係　内線5162

■土地や建物などを他人に貸付していて収入を得
ている場合、金額の多少に係わらず不動産所得
として申告する必要があります。�

○例えば、農地を貸付していて小作料を受け取っ
ている場合や、１台分でも駐車場として貸付し
ていて駐車場代を受け取っている場合、また、
支払いが現金ではなく現物による場合も不動産
所得に該当します。�

■市のホームページにも申告に関する情報を掲載しています。（http://www.city.iida.nagano.jp/zeimu）�
■申告相談の日程などは、広報いいだ１月１日号でお知らせします。�

■次の方は、市県民税の申告をする必要がありま
せん。�

市役所に市県民税の申告が必要な方 市県民税の申告をしなくてもよい方

税務署に所得税の確定申告が必要な方
■農業所得を経費目安割合で申告されていた方�
　平成18年分の申告から、経費目安割合方式が

廃止となりました。�
　収支計算による申告をしてください。�
■農作物をすべて自家消費されている方�
　農作物の収穫があれば、販売していなくても申

告は必要となります。�
�

農業所得の申告について�

不動産所得の申告について�

■平成19年１月１日現在飯田市にお住まいの方
で次に該当する方は、市役所に「市県民税の申
告書」を提出してください。�

○給与所得者で�
・給与所得以外の所得金額が20万円以下の方�
・平成18年中にアルバイト・パートなどをして
いる方�

○下記の①②に該当する公的年金収入のみで所得
税が源泉徴収されていない方�

①65歳以上の方で年金収入額が 148万円を超え
る場合�

②65歳未満の方で年金収入額が98万円を超える
場合�

○非課税収入のみ（遺族年金・障害年金・失業給
付金・児童扶養手当など）の方�

○金額の多少に係わらず、上記以外の所得があっ
た方�

○平成18年中に所得がなかった方で、別居して
いる家族の扶養親族（注）になっている方、ま
たは、どなたの扶養親族にもなっていない方�

■次の方は、税務署に「所得税の確定申告書」を
提出してください。（市役所の申告相談会場に
お越しいただいても相談をお受けできない場合
があります）�

○税務署から確定申告書が送付されている方�

○年末調整されていない給与がある方（平成18年
中に退職し、その後就職していない場合など）�

○給与所得以外の所得金額が20万円を超える方�

○２カ所以上から給与の支払を受けた方�

○公的年金から所得税が源泉徴収されている方�

○営業所得、譲渡所得、山林所得があった方�

○雑損控除、医療費控除や住宅借入金等特別控除
などで所得税の還付を受ける方�

○所得税の確定申告書を税務署へ提出する方�

○１カ所からの給与のみで、他に所得がなく、年
末調整の内容に変更のない方�

○下記の①②に該当する公的年金収入のみで、所
得税が源泉徴収されていない方�

①65歳以上の方で年金収入額が148万円以下の
場合�

②65歳未満の方で年金収入額が98万円以下の場
合�

○平成18年中に所得がなかった方で、同一世帯
の方の扶養親族（注）になっている方�
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問
合
せ�

　
企
画
課�

　
企
画
調
整
係�

　
内
線
２
２
２
３�

　
基
本
構
想
・
基
本
計
画
は
、
飯
田
市
の
将
来
の
姿
を
明
ら
か

に
し
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
目
標
・
課
題
を
掲
げ
た
「
ま

ち
づ
く
り
の
指
針
」
で
す
。
平
成
19
〜
28
年
度
を
期
間
と
す
る

飯
田
市
の
第
5
次
基
本
構
想
基
本
計
画
素
案
に
つ
い
て
、
市
政

懇
談
会
、
広
報
い
い
だ
9
月
1
日
号
で
紹
介
し
た
と
こ
ろ
、
多

く
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
今
回
、
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
の
中
か
ら
、
特
徴
的
な
も
の
を

紹
介
し
ま
す
。�

環
境
文
化
都
市
の
扱
い
に

つ
い
て

　
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
環

境
文
化
都
市
の
理
念
は
、
こ
れ

か
ら
ど
の
よ
う
に
継
承
し
て
い

く
の
か
。�

計
画
期
間
に
関
す
る
こ
と

　
基
本
構
想
と
基
本
計
画
と
で

計
画
期
間
が
違
う
の
は
な
ぜ
か
。

ま
た
、
５
年
間
と
い
う
短
期
間

で
目
標
が
達
成
で
き
る
の
か
。�

　
環
境
は
、
身
の
回
り
か
ら
地

球
規
模
に
至
る
ま
で
、
私
た
ち

の
生
活
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
す

重
要
な
課
題
で
す
。
飯
田
市
で
は
、

い
ち
早
く
「
環
境
」
に
着
目
し
、

環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
行
う
よ
う
に
努
め

て
き
ま
し
た
。�

　
そ
こ
で
、
環
境
が
将
来
に
わ

た
っ
て
普
遍
的
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る

こ
と
か
ら
「
環
境
文
化
都
市
」

を
20
年
〜
30
年
の
期
間
を
見

通
し
て
地
域
で
実
現
す
べ
き
「
将

来
都
市
像
」
と
し
て
再
認
識
を

い
た
し
ま
し
た
。�

　
し
た
が
い
ま
し
て
、
今
回
掲

げ
ま
す
「
文
化
経
済
自
立
都
市
」

は
、
当
面
す
る
10
年
間
の
喫
緊

の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
「
め

ざ
す
都
市
像
」
と
し
て
位
置
づ

け
ま
し
た
。�

重
点
的
に
取
り
組
む
政
策
に

関
す
る
こ
と

　
少
子
化
や
人
口
減
少
な
ど
、

飯
田
市
が
置
か
れ
て
い
る
状
況

を
前
提
と
し
た
上
で
、
基
本
構

想
の
目
標
に
向
か
っ
て
何
を
重

点
に
取
り
組
む
の
か
。�

計
画
の
進
行
管
理
に
関
す
る

こ
と

　
計
画
し
た
事
業
を
、
ど
の
よ

う
に
進
行
管
理
し
て
い
く
の
か
。�

　
基
本
計
画
に
掲
げ
た
事
業
に

つ
い
て
は
、
実
際
に
遂
行
さ
れ

た
か
、
施
策
の
目
的
達
成
に
寄

与
し
た
か
、
実
施
方
法
は
適
切

だ
っ
た
か
、
な
ど
の
評
価
を
必

ず
行
い
ま
す
。
そ
の
評
価
の
結

果
を
翌
年
度
の
計
画
に
反
映
さ
せ
、

改
革
改
善
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
事
業
の
進
行
管
理

を
行
い
ま
す
。�

　
評
価
や
改
革
改
善
は
、
行
政

だ
け
で
行
う
の
で
は
な
く
、
市

民
を
含
め
た
第
三
者
評
価
や
議

会
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
に
よ
っ
て
、

透
明
性
や
公
平
性
を
確
保
し
な

が
ら
進
め
ま
す
。
ま
た
、
評
価

の
過
程
に
お
い
て
は
で
き
る
だ

け
あ
り
の
ま
ま
に
情
報
を
公
表
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
や
提

案
を
い
た
だ
き
ま
す
。�

目
標
人
口
に
つ
い
て

　
現
在
の
人
口
よ
り
少
な
い
人

口
を
目
標
に
設
定
す
る
の
は
い

か
が
な
も
の
か
。�

　
今
回
の
人
口
目
標
は
見
通
し

が
甘
い
の
で
は
な
い
か
。�

　
国
全
体
の
人
口
が
減
少
し
始

め
る
中
で
、
飯
田
市
で
も
人
口

が
減
少
し
は
じ
め
ま
し
た
。
全

国
の
市
町
村
が
、
競
っ
て
人
材

を
確
保
す
る
た
め
の
取
り
組
み

を
重
点
的
に
進
め
て
い
ま
す
。�

　
飯
田
市
で
は
、
地
域
の
将
来

を
担
う
人
材
を
確
保
す
る
た
め
に
、

外
部
か
ら
の
人
材
誘
導
や
若
者

の
地
元
定
着
率
を
向
上
さ
せ
る

た
め
の
取
り
組
み
を
、
今
ま
で

以
上
に
優
先
的
・
積
極
的
に
推

進
し
て
い
き
ま
す
。�

　
若
い
人
た
ち
が
い
っ
た
ん
は

地
域
の
外
に
出
て
も
、
い
ず
れ

飯
田
に
戻
っ
て
き
て
安
心
し
て

子
育
て
を
し
て
、
次
の
世
代
を

育
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
長
期

的
な
人
材
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。�

　
そ
の
た
め
、
地
域
に
愛
着
と

誇
り
を
持
ち
、
地
域
で
活
躍
で

き
る
人
材
を
育
成
す
る
よ
う
に
、

地
域
で
学
び
、
地
域
で
育
ち
、

地
域
全
体
で
学
び
合
う
「
地
育
力
」

の
向
上
に
努
め
ま
す
。�

市
政
懇
談
会
な
ど
で
寄
せ
ら
れ
た
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を

市
政
懇
談
会
な
ど
で
寄
せ
ら
れ
た
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
紹
介
し
ま
す

紹
介
し
ま
す�
市
政
懇
談
会
な
ど
で
寄
せ
ら
れ
た
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
紹
介
し
ま
す�

そ
の
１�

　
基
本
構
想
の
対
象
は
10
年
間

で
す
が
、
激
し
い
変
化
が
予
想

さ
れ
る
社
会
情
勢
に
適
切
に
対

応
す
る
た
め
に
、
基
本
構
想
を

実
現
す
る
た
め
の
基
本
計
画
は

前
期
（
平
成

19
〜

23
年
度
）

と
後
期
（
平
成
24
〜
28
年
度
）

の
各
5
年
単
位
と
し
ま
し
た
。�

　
前
期
基
本
計
画
の
５
年
間
の

取
り
組
み
成
果
を
検
証
し
、
よ

り
現
実
的
な
視
野
を
持
ち
な
が

ら
後
期
の
基
本
計
画
を
立
案
し

ま
す
。�

　
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
が
い
き
づ

き
地
域
経
済
が
自
立
し
た
元
気

な
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
に
、

産
業
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め

ま
す
。�

　
地
域
で
学
び
地
域
で
育
つ
「
地

育
力
」
で
み
ん
な
が
輝
く
ま
ち

を
実
現
す
る
た
め
に
、
人
づ
く

り
に
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。�

　
と
も
に
支
え
合
い
安
心
、
安

全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
実
現
す

る
た
め
に
、
安
全
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
に
力
点
を
置
い
て
重
点

的
に
推
進
し
ま
す
。�

　
豊
か
な
自
然
や
文
化
を
活
か
し
、

多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
実

現
で
き
る
ま
ち
を
創
る
た
め
に

地
域
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
す
。�



� 2006.12.15［広報いいだ］�

問
合
せ�

　
企
画
課�

　
行
財
政
改
革
推
進
係�

　
内
線
２
２
２
３�

　
平
成
19
〜
23
年
度
を
期
間
と
す
る
飯
田
市
の
新
た
な
「
行
財

政
改
革
大
綱
」
の
骨
子
と
、
そ
の
実
行
計
画
で
あ
る
「
集
中
改

革
プ
ラ
ン
」
の
掲
載
項
目
に
つ
い
て
、
市
政
懇
談
会
、
広
報
い

い
だ
9
月
1
日
号
で
紹
介
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
今
回
、
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
の
中
か
ら
、
特
徴
的
な
も
の
を

紹
介
し
ま
す
。�

※
人
事
行
政
の
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
広
報
い
い
だ
12
月�

　
1
日
号
に
細
か
く
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。�

定
員
管
理
の
適
正
化
に
よ
る

職
員
数
の
純
減
に
つ
い
て

　
平
成
22
年
４
月
１
日
ま
で
に

職
員
を
５
％
、
50
人
削
減
す
る

と
し
て
い
る
が
、
削
減
幅
が
少

な
い
の
で
は
な
い
か
。�

　
職
員
定
数
は
、
市
の
規
模
か

ら
み
て
適
正
か
。�

　
定
員
適
正
化
計
画
は
、
国
か

ら
示
さ
れ
た
削
減
目
標
の
４
・

６
％
を
上
回
る
こ
と
と
、
飯
田
市
、

上
村
、
南
信
濃
村
の
合
併
で
増

加
し
た
数
を
、
合
併
後
７
年
半

で
合
併
前
の
飯
田
市
の
水
準
ま

で
削
減
す
る
と
い
う
長
期
目
標

か
ら
決
定
し
た
も
の
で
す
。
こ

の
計
画
を
最
低
限
の
目
標
と
し

て
達
成
に
努
め
ま
す
。�

　
全
体
と
し
て
職
員
数
は
減
少

し
ま
す
が
、
市
が
担
う
べ
き
役

割
を
き
ち
ん
と
遂
行
す
る
た
め
、

必
要
な
部
署
に
は
適
正
な
人
員

を
配
置
す
る
と
と
も
に
職
員
の

資
質
向
上
に
努
め
ま
す
。�

給
与
等
に
関
す
る
こ
と

　
民
間
企
業
に
お
い
て
ボ
ー
ナ

ス
は
賞
与
で
あ
り
、
赤
字
経
営

の
場
合
は
支
給
さ
れ
な
い
と
い

う
状
況
も
あ
る
。
自
治
体
は
民

間
企
業
と
は
異
な
る
が
、
赤
字

経
営
で
あ
れ
ば
市
の
幹
部
で
あ

る
市
長
、
助
役
、
収
入
役
と
市

議
会
議
員
に
は
ボ
ー
ナ
ス
を
支

給
す
る
べ
き
で
な
い
。�

　
職
員
削
減
は
十
分
に
考
え
、

無
理
・
無
駄
の
な
い
、
市
民
が

安
心
し
て
立
ち
寄
り
、
相
談
で

き
る
体
制
と
し
て
ほ
し
い
。�

　
市
職
員
の
給
与
は
適
正
か
。�

　
職
員
の
士
気
、
民
間
へ
の
影
響
、

人
材
確
保
の
面
か
ら
す
る
と
、

職
員
給
与
を
単
に
減
ら
せ
ば
よ

い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。�

　
市
長
や
議
員
な
ど
の
特
別
職

の
給
与
報
酬
等
は
、
条
例
に
基

づ
き
支
給
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

額
に
つ
い
て
は
特
別
職
報
酬
等

審
議
会
で
の
審
議
に
基
づ
き
議

決
し
て
い
ま
す
。�

　
現
在
、
行
財
政
改
革
の
観
点

か
ら
、
市
長
、
助
役
、
収
入
役

は
10
％
、
市
議
会
議
員
は
３
％

の
報
酬
減
額
を
実
施
し
て
お
り
、

今
後
と
も
適
正
化
に
努
め
ま
す
。�

財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
こ
と

　
１
、
０
０
０
億
円
余
の
借
入

金
残
高
は
民
間
企
業
か
ら
見
れ

ば
非
常
に
大
き
い
額
に
思
え
る
が
、

状
況
は
ど
う
か
。�

施
設
等
の
運
営
に
関
す
る
こ
と

　
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
を

検
討
す
る
施
設
を
さ
ら
に
増
や

す
こ
と
。
ま
た
早
期
に
導
入
す

べ
き
で
あ
る
。�

　
指
定
管
理
者
制
度
は
市
有
施

設
の
包
括
的
な
運
営
委
託
で
あ
り
、

有
効
な
施
設
に
つ
い
て
は
積
極

的
に
導
入
を
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
導
入
に
あ
た
っ
て
は
利

用
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
合
意

が
前
提
と
な
り
ま
す
の
で
、
市

が
一
方
的
に
実
施
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
市
民
の
皆
さ
ん
に

十
分
な
説
明
を
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
、
施
設
に
よ
っ
て
は

あ
る
程
度
の
時
間
的
猶
予
を
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
飯
田
市
全
体
の
起
債
残
高(

借

入
金
の
残
高)

は
約
１
、
０
０

０
億
円
で
す
。
こ
の
う
ち
、
上

下
水
道
や
市
立
病
院
な
ど
の
特

別
会
計
等
を
除
い
た
標
準
的
な

自
治
体
運
営
に
関
す
る
起
債
残

高
は
約
４
０
０
億
円
で
、
市
民

一
人
当
た
り
約
40
万
円
と
な
り

ま
す
。
県
内
19
市
と
の
比
較
で

は
少
な
い
ほ
う
か
ら
５
番
目
で

あ
り
、
特
に
起
債
残
高
が
多
い

と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
総
じ
て
、
飯
田
市
の
起
債
残

高
の
水
準
は
財
政
運
営
が
立
ち

行
か
な
く
な
る
と
い
っ
た
状
況

で
は
な
く
、
今
後
も
計
画
的
に

借
入
金
残
高
を
減
少
さ
せ
て
い

き
ま
す
。�

　
従
来
か
ら
人
事
院
勧
告
等
に

準
じ
た
給
与
改
定
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
平
成
17
年
の
勧
告

で
は
給
与
制
度
の
抜
本
的
改
定

が
示
唆
さ
れ
、
飯
田
市
で
は
こ

の
勧
告
に
沿
っ
た
改
定
を
実
施

し
た
こ
と
に
よ
り
、
年
代
や
職

階
に
よ
っ
て
差
は
あ
り
ま
す
が
、

最
大
で
10
数
年
間
給
与
が
据
え

置
き
と
な
り
ま
し
た
。�

　
給
与
総
額
に
関
す
る
指
標
「
市

民
一
人
あ
た
り
の
職
員
給
与
費
」

で
見
る
と
、
飯
田
市
は
平
成
17

年
度
の
決
算
で
は
県
内
19
市
中

18
位
、
歳
出
合
計
に
占
め
る
人

件
費
の
割
合
は
14
位
と
な
っ
て

お
り
、
客
観
的
に
み
て
県
内
他

市
と
比
較
し
て
低
位
に
あ
る
と

い
え
ま
す
。�

　
市
の
職
員
給
与
は
、
国
、
県
、

民
間
の
給
与
水
準
と
の
比
較
に

よ
っ
て
適
正
な
額
と
す
る
こ
と

を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

法
律
に
基
づ
い
て
全
国
的
に
詳

細
な
調
査
を
し
て
い
る
人
事
院

の
勧
告
や
県
人
事
委
員
会
勧
告

に
準
じ
て
定
め
て
き
ま
し
た
。

　
職
員
給
与
費
の
水
準
に
つ
い

て
は
、
今
後
も
客
観
的
な
数
値

に
よ
り
判
断
し
、
国
や
県
、
民

間
の
給
与
水
準
の
変
動
に
応
じ

て
見
直
し
、
適
正
な
額
と
し
て

い
き
ま
す
。�
そ
の
２�

　
職
員
数
に
つ
い
て
は
、
合
併

に
よ
る
一
時
的
な
増
加
は
あ
り

ま
し
た
が
、
長
期
的
、
継
続
的

な
削
減
に
努
め
て
い
ま
す
。
特

に
平
成
５
年
の
上
郷
町
と
の
合

併
以
降
は
、
平
成
17
年
４
月
１

日
ま
で
に
約
１
５
０
人
（
17
・

６
％
）
削
減
し
て
き
ま
し
た
。�

　
平
成
16
年
度
の
統
計
で
は
、

人
口
や
産
業
構
造
が
類
似
し
て

い
る
全
国
11
市
の
平
均
と
比
べ
、

人
口
10
万
人
当
た
り
の
普
通
会

計
職
員
数
が
飯
田
市
は
30
人
以

上
少
な
く
、
人
口
規
模
か
ら
み

る
と
標
準
以
下
と
な
っ
て
い
ま
す
。�
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　市役所本庁・各支所・各自治振興センター、教育委員会、水道局は12月29日(金)～１月３日(水)まで休みとなり
ます。このほかの業務・施設の休みは下記一覧表のとおりですので、ご確認ください。�

業務・施設�

教育・文化�

市公民館・地区公民館�

飯田文化会館・人形劇場�

竹田扇之助記念国際糸操り人形館�

中央図書館�

鼎図書館�

上郷図書館�

美術博物館�

上郷考古博物館�

歴史研究所�

上村まつり伝承館天伯�

遠山郷土館�

旧小笠原家書院・資料館�

飯田市考古資料館�

旧座光寺麻績学校校舎�

温泉�

施設�

りんご庁舎内市民サロン・子どもサロン�

動物園�

かざこし子どもの森公園�

天竜川総合学習館　かわらんべ�

麻績の里交流センター�

南信濃学習交流センター�

さんとぴあ飯田（福祉会館）�
飯田勤労者福祉センター�

勤労青少年ホーム・体育館�

サンヒルズいいだ会議室・プール�

サンヒルズいいだ浴場�

産業・経済�

まちなかインフォメーションセンター�

飯伊地域地場産業振興センター�

飯田パートバンク�

飯田市高年齢者職業相談室�

道の駅　遠山郷アンバマイ館�

あざれあ（天竜峡活性化センター）�

りんご並木三連蔵�

水道・下水道の修理�

水道・下水道の修理�

0265（22）4851

0265（52）1613

0265（52）1590

0265（53）8966

0260（34）1071

0265（27）4885

0265（23）0023

各戸配布の当番店一覧により修理を依頼してください。�
不明の場合は、市役所宿直にお問い合わせください（10265（22）4511）�

各公民館へ�

0265（23）3552

0265（23）4222

0265（22）0706

0265（23）9901

0265（52）2551

0265（22）8118

0265（53）3755

0265（53）4670

0260（36）2005

0260（34）2355

0265（27）4178

0265（26）9009

0265（23）4222

0265（56）6767

0260（34）1085

0265（22）4511

0265（22）0416

0265（59）8080

0265（27）6115

0265（52）4831

0260（34）5101

0265（22）7494

0265（23）5571

0265（26）7090

0265（26）7090

電話�
12/25�
（月）�

26�
（火）�

27�
（水）�

28�
（木）�

29�
（金）�

30�
（土）�

31�
（日）�

1/1�
（祝）�

2�
（火）�

3�
（水）�

4�
（木）�

5�
（金）� 備　　考�

土・日曜日、祝日はチケット販売及び�
貸館受付は休み�

※31日23:00～1日1:00は開館�

2月28日まで休館�

2月28日まで休館�

※30日～1日の営業は10:00～18:00

休みの日も公園を利用できます（9：00～18：00）�

※28日、4日は午後5時まで�

※5日～7日はプール休み�

31日～6日は休み�

※�※�

※� ※�※�

※� ※�

※�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休� 休�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

健康増進施設　ほっ湯アップル�

遠山温泉郷　かぐらの湯�
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電話�

0265（22）4511

0260（36）2211

0260（34）5111

0265（26）7474

0265（26）7515

0265（22）5328

0265（22）2488

0265（23）1558

0265（23）0311

0265（22）4511

0265（21）4511

0265（23）5863

0265（53）1019

0265（21）1255

0265（22）5060

0260（36）2050

0265（24）0005

070（5208）5241

0265（23）9666

0265（23）5571

0265（59）2144

0265（52）2239

0265（23）6097

0265（53）3040

0265（53）3181

0265（53）6048

0265（24）3182

0265（56）8732

0265（56）4474

0265（52）2252

0260（34）2249

12/25�
（月）�

26�
（火）�

27�
（水）�

28�
（木）�

29�
（金）�

30�
（土）�

31�
（日）�

1/1�
（祝）�

2�
（火）�

3�
（水）�

4�
（木）�

5�
（金）� 備　　考�

詳細は、お配りしている日程表をご覧ください�

詳細は、お配りしている日程表をご覧ください�

詳細は、お配りしている日程表をご覧ください�

※30日は午前中のみ受け入れ�

※4日、5日は午前中のみ受け入れ�

臨時対応。電話でお問い合わせください�

※29日の業務は10:30～19:00�
（一部取り扱いできない業務があります）�

※29日、1日～3日については、直接市役所オフトー�
ク通信センターにお越しください�

※31日は循環線のみ土曜ダイヤで運行�
※2日・3日は土曜ダイヤで運行�

27日～8日は休み�

29日～8日は休み�

29日～8日は休み�

27日～9日は休み�

28日～8日は休み�

※事務局業務・相談業務は休み�

休みの日も、電話受付は可能です�

27日～8日は休み�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休� 休�

※� ※�※�※�

※�

※�※�※�※�※�※�

※�※�

休�

休�

休�

休�

休�

※�

※�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休�

休� 休�

年末年始のお休みのお知らせ�年末年始のお休みのお知らせ�年末年始のお休みのお知らせ�

ごみ�

ごみ収集�
（燃やすごみ・資源ごみ・埋立ごみ）�

上村地区�

南信濃地区�

直接搬入（燃やすごみ）�
桐林クリーンセンター�

直接搬入（埋立ごみ）�
　　　（ガラスびん・ペットボトル）�
イタチガ沢最終処分場�

直接搬入（資源ごみ）�
マエダ�

直接搬入（資源ごみ）�
前田産業�

直接搬入（資源ごみ）�
ナカタ商事�

し尿収集（飯田清掃）�

手続き�

市民課窓口、納税課窓口�

りんご庁舎内市民証明コーナー�

飯田市斎苑（火葬場）�

オフトーク放送の依頼�

医療�

市立病院外来�

市立病院高松分院外来�

上村診療所�

市民バス�

市民バス�

子育て�

子育てサロン　おしゃべりサラダ�

座光寺つどいの広場�

松尾つどいの広場�

くまさんのおうち�

ひだまりサロン�

飯田市療育センターひまわり�

保健・福祉�

社会福祉協議会�

ファミリーサポートセンター�

上郷老人保健施設ゆうゆう�

飯伊圏域障害者総合支援センター�

南信地域生活支援センター�

飯田市広域障害者自立支援センター�
ハーネットいいだ�

上郷老人福祉センター�

南信濃老人福祉センター�

業務・施設�

※�※�



　5月24日に、天竜川上流
河川事務所と初めての合同
訓練を行い、9月3日には、
各地区自主防災会を中心に
地震防災訓練を開催するな
ど、地域の総合的な防災力
を高める活動をしてきまし
た。�
　7月18日～19日の集中豪
雨の際は、地元自治会など
関係機関と連携して天竜川
増水による内水排除を実施
し、被害を最小限に抑える
ことが出来ました。�

　5月24日は千代に「く
まさんのおうち」を、6
月12日は鼎名古熊に「ひ
だまりサロン」を、つ
どいの広場としてオー
プンしました。親子が
使いやすく、楽しい交
流の場になるように努
めています。�

　また、民間保育所である高松保育園の施設整備に補助
をするなど、積極的な子育て支援策を展開しました。�

　人材誘導窓口「結いタ
ーンキャリアデザイン
室」を開設しました。関
係機関や産業界と連携
して南信州・飯田に人
材を誘導し、定着する
までの総合的な人材誘
導事業に取り組んでい
ます。�

　1月には市田柿を、10月には南信州地域の
地場産品を持ち込んで台湾の百貨店で販促活
動をしました。11月10日には「市田柿」が地
域団体商標として登録され、さらなるブラン
ド力の向上が期待できます。�
　7～8月には、南信州地域の牛肉の生産、流
通、料理提供に携わる事業者と一体で「南信
州牛フェア2006・夏」を実施し、地域をあげ
たブランド化の取り組みが始まりました。�

　4月20日、多様な学習と交流を目的とした伊賀
良学習交流センターをしゅん工しました。生涯学
習の場として、図書館として活発に利用されてい
ます。8月25日には「暮らしと仕事に役立つ図書館」
を目指し、中央
図書館で、調べ
もの相談窓口設
置など、ビジネ
ス支援サービス
事業を開始しま
した。�

　千代地区に建設する一般
廃棄物最終処分場に着工し
ました。周辺の環境保全に
配慮しながら、21年度の
供用開始を目指して工事を
進めます。�

書籍の配置にもこだわりました（中央図書館）�

みんなの笑顔がつどう場所に�みんなの笑顔がつどう場所に�

地震防災訓練風景�

市田柿と南信州地域をＰＲ�

建設工事風景�
地域ブランド構築の取り組み�

学習・ビジネス活動を支援�

一般廃棄物�
最終処分場の建設工事開始�

災害に強いまちを目指して� 子育て支援の取り組み�

結いターンキャリアデザイン室を設置�
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★環境首都コンテスト第３位�
人口規模別　第３位（１０万人以上３０万人未満）�
総合　第９位　（５年連続ベスト１０入り達成）�

３月�

★平成１７年度バイオマス利活用優良表彰　農林水産省農村振興局長賞�
家庭生ごみ・家畜排せつ物・きのこ廃培地を原
料に堆肥を製造する飯田市堆肥センターの取り
組みと、ペレットストーブ・ペレットボイラー
を公共施設に設置するなど木質バイオマス利用
の取り組みが評価されました�

３月６日�

今年の主な受賞�今年の主な受賞�

　来年4月からスタートす
る第5次基本構想・基本計
画策定のため、昨年10月か
ら市民検討会議、審議会、
市議会など、多くの皆さん
が参画し、策定に向けて取
り組みました。（12月議会
上程）�
　同じく4月からスタート
する地域自治区の設置等に
関する条例制定、国土利用
計画飯田市計画策定など、
多方面にわたり、今後の飯
田市を方向付ける計画策定
の1年となりました。�

　信州大学工学部を始め11
の団体とパワーアップ協定
を締結し、また、自立化支
援宣言も受けました。協定
などに基づき、人材交流や
連携事業を実施してきまし
た。�
　今後も、地域経済の自立
化に向け、連携・協力を進
めていきます。　�

　この地域で安心して出産
できる場所の確保に向け、
産科を担う医療機関が役割
分担し連携体制を構築しま
した。市立病院は分娩を中
心に担うことから、産科病
棟の改修、産科医師の確保、
分娩台の増設、助産師外来
の充実を図りました。�

　また市立病院では、
ガンの早期発見や早期
治療に威力を発揮する
最新鋭の医療機器を、
南信州広域連合からの
出資を受けて導入し、
活用しています。�

　市議会が平成16年度に「わ
がまちの“憲法”を考える市
民会議」を設置し、市民・
議会・行政の連携により研
究してきました。�
　17年度には条例素案につ
いて地区説明会を開催し、
多くの意見を頂き、平成18
年飯田市議会第3回定例会

において議会提出議案として全会一致で可決しまし
た。条例の施行は来年4月1日です。�

　10月2日、橋南第二地区市街地再開発ビ
ル トップヒルズ第二に「まちなかインフ
ォメーションセンター」を設置しました。

新たなにぎわい拠
点を中心に、観光
情報の発信や民間
機関と連携した誘
客活動など、まち
なか観光事業を進
めます。�

自治基本条例シンポジウム�
（7/22）風景�

自治基本条例シンポジウム�
（7/22）風景�

助産師外来を充実�助産師外来を充実�

ＰＥＴ－ＣＴを導入�

市民検討会議・市政懇談会などで�
ご意見を頂きました�

南信州大学等連携室看板を�
山沢信大工学部長と設置（11/1）�

パワーアップ協定・自立化支援宣言�

今後のまちづくりに向けた取り組み�
基本構想基本計画策定、地域自治区設置、土地利用計画検討�

産科体制構築と高度医療への対応�

観光の拠点施設が誕生�
まちなかインフォメーションセンター�

飯田市自治基本条例制定�
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大豆油インキを使用し、環境に配慮した広報紙作りに努めています。�古紙配合率100％白色度70％の再生紙�

発行・編集：飯田市役所企画部情報推進課／〒３９５-８５０１ 長野県飯田市大久保町２５３４ TEL.０２６５（２２）４５１１  FAX.０２６５（５３）４５１１●インターネット http://www.city.iida.nagano.jp/

飯田市の人口（12/1現在）■人口＝107,592人（前月比－35）男51,592人／女56,000人  ■世帯＝37,532戸（前月比＋20）

市民の皆さんの
ご意見ご相談をいつ
でもお受けします。

市長の留守番電話�

場　所相談名 日　時 問合せ

教 育 相 談 �

行 政 相 談 �

結 婚 相 談 �

子 育て相 談 �

こころの相談日�

障害のある方�
または�

ご家族の相談�

かけこみ教育相談�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

１月９日（火）�
１３:００～１６:００�

１２月２２日（金）�
１月１２日（金）�
１３:３０～１６:３０�

１２月１７日（日）�
１月１４日（日）�
１３:３０～１６:３０�
受付１５:００まで�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週月～土曜日�
９:００～１７:４５�

（第１水曜日は１７：１５まで）�
さんとぴあ飯田�

教育委員会棟�
３ 階 �

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館・東栄町）�
※本人の相談が原則�
写真１枚が必要�

飯田中央保育園
（地域子育て支
援センター）�

社会福祉協議会
1０２６５（５３）３１８０�

飯田中央保育園
1０２６５（２２）４１３３�

ハーネット・いいだ�
1０２６５（５６）４４７４�

庶務課�
内線  ２１１１�

家庭児童相談�
（電話でも可）� りんご庁舎２階�

市 役 所 �
保健センター�

保健課�
内線５５１５�
（予約制）�

子育て支援室�
内線５３０１�

毎週月～金曜日�
９：００～１７：００�

教 育 相 談 室 �
内線３５８１�

専用電話（FAX兼用）�
1０２６５（５３）８７３０�

消 費 者 相 談 �
毎週月～金曜日�
９:００～１７:００� りんご庁舎３階�

男女共同参画課
内線５３５２�

［広報いいだ］2006.12.15��

ほっとらいんＩＩＤＡ�
オフトーク通信�
ほっとらいんＩＩＤＡ�

ラジオ�

■広報いいだの風�
○飯田市からのお知らせ�
　  7：10～  7：30�
　12：10～12：30�
　17：10～17：30

■かざこし歳時記�
○飯田市企画番組�
　月曜日～金曜日�
　11：20～11：50

テレビ�

チャンネル�

お知らせ�
　6：00　 12：15　 15：00　 19：30

お知らせ再送�
　6：15　 12：30　 15：15　 19：45

ＮＨＫニュース　7：00　11：50　14：55�
※市議会開会中は、議会中継をお送りします。�

いいだＦＭ放送再送　6：00～20：30

内容・時間�

■テレビ広報�
○飯田市の政策や行事などを紹介します。�

■市民だより�
○市からのお知らせをお届けします。�
　毎日　6：50　9：20　12：00　18：50　20：20　23：20

いいだＦＭ� 飯田ケーブルテレビ�

 1月22日～28日   　９：30～　18：00～　20：30～�

放送日　　　　　　　　 　 放送時間�

■問合せ　情報推進課　内線2124

※過去の放送を収録したビデオの貸し出しを行ってい�
　ます。お問い合わせください。�

●オフトークの故障は局番なしの113（NTT）�

「かざこし歳時記」1月番組表�
放送曜日

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

番　組　名 内　　　容
いいだの旬
公民館リレー
ニュースイン119
さわやか健康
くらしと環境
市役所情報
ピックアップ飯田
広報いいだの紹介
市民の安全110番
消費生活メモ
保育園だより
本の散歩道
伊那谷の自然
伊那谷の歴史
ふれあい福祉
小学校だより
元気ママ
サークル紹介
大好き農業
いきいきライフ
中学校だより
観光情報

いいだ、文化の窓
［文化会館・美博
  図書館情報］

第何週
毎週
1
2
3
4
毎週
1
2
3
4
毎週
1
2
3
4
毎週
1
2
3
4
毎週
1
2

4
〜

市議会本会議開会日（午前10時～終了
まで）は、議会中継を放映します。�

場　所相談名 日　時 問合せ

法 律 相 談 �
（現在係争中のものは除く）�

ボランティア相談�

悩みごと�

法律相談�

特 別 �

一 般 �

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

１２月１９日（火）�
１３：３０～１６：３０�
毎週火曜日�
１３:００～１６:００�
受付１５：００まで�
毎週月～金曜日�
９：００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９：００～１８:００�

毎週水曜日�
１３：００～１７:００�

毎週金曜日�
１３：００～１７:００�

毎週火・木曜日�
１３：００～１７:００�

１月１２日（金）�
１３：００～１７：００�

りんご庁舎２階�

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�

さんとぴあ飯田�

さんとぴあ飯田�

児童課�
内線５３４７�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０

（予約制）�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０�

ポルトガル語�

中 国 語 �

男女共同参画課
内線５３５１�

外国人総合相談窓口
（市役所本庁舎１階）�

市民証明コーナー�
（りんご庁舎２階）�

男女共同参画課�
内線５３５１（予約制）�

女
性
の
た
め

の

相

談

� 心
配
ご
と
相
談�

外
国
語
相
談�

高齢者福祉相談� りんご庁舎２階� 介護高齢課�
内線５３８４�

相談は無料、秘密は厳守します。�各種相談所�

１週間の市内の話題を取材し紹介
山本公民館の活動を紹介
消防署と消防団による消防広報
健康に関しての番組
環境保全活動の紹介
市役所各課からの広報
月を振り返って、市の行事を取材し紹介
「広報いいだ」１日号の紹介
安全に関する情報広報
消費生活に関する情報番組
飯田ルーテル・聖クララ・入舟・鼎幼稚園の紹介
本の読み聞かせ
伊那谷の動植物、季節の変化などの紹介
飯田下伊那の歴史の一幕にスポット
ボランティア・催し物・行事など紹介
竜丘・丸山・上久堅・千代小学校の紹介
橋北公民館のママさんグループを紹介
下久堅公民館のグループやサークルを紹介
農業に関係した活動や、事業を紹介
いきいきと暮らす高齢者などを紹介
上村・高陵・鼎・緑ヶ丘中学校の紹介
飯田の観光情報の紹介
文化会館の事業の紹介
美術博物館・考古博物館の催し物を紹介
図書館の行事や話題の本などの紹介


